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第442回（平成24年9月）定例会

平成24年度補正予算（賛成・全員）

主な使いみち（一般会計歳出）
◇人件費　　
　委員報酬30万円を計上。
◇物件費　　　　　　　　　　
　電算システム改修委託料124万2千円、庁用備品
購入費68万円及び町道舗装用原材料費140万円等
を計上。
◇補助費
　シカ広域捕獲報償費100万1千円、商工会配送事
業費補助金200万円、退職団員（２名）報償費92
万6千円、スポーツ奨励金50万円等を計上。
◇普通建設事業費
　地区集会所整備事業費補助金344万7千円、林道
維持修繕工事費400万円、林道改良・舗装工事費
300万円、町道維持修繕工事費2200万円及び町

道改良・舗装工事費5100万円、生活道開設補助金
200万円、がけくずれ住家防災対策工事費1200
万円等を計上。  
◇繰出金
　国民健康保険特別会計繰出金82万5千円及び介
護保険特別会計繰出金12万6千円を計上。
◇積立金
　公共施設整備基金積立金1億円を計上。

主な使いみち（介護保険特別会計歳出）
　介護サービスの増加対応として、介護予防住宅改
修費100万6千円を計上。

主な使いみち（国民健康保険特別会計歳出）
　療養給付費1240万円及び高額療養費222万円
等を計上。

９月５日開会、９月12日までの８日間の会期で、町長提出の平成 24 年度補正予算３件、条例
等２件、財産の無償譲渡等５件を可決、教育委員会委員任命同意２件、人権擁護委員候補者
推薦適任、閉会中の継続審査・調査付託を決定の上、閉会した。

会　　　計 補　正　額 補正後の額

一　 般　 会 　計	 （ 第３回 ） ２億 1134 万円 58 億 3894 万１千円

介護保険特別会計	 （ 第２回 ） 100 万６千円 ６億 8711 万７千円

国民健康保険特別会計	（ 第１回 ） 1574 万４千円 ７億 5463 万６千円
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小川智也 議員
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関
の
駐
車
場
が
満
杯
の
際
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ゲ
ー
ト
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ー
ル
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隣
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な

い
と
言
う
苦
情
を
聞
く
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を
検
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よ
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摂
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摂
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有
害
駆
除
の
わ
な
に
使
用

す
る
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ー
等
の
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料
に

対
す
る
補
助
を
提
案
し
た
が
、

そ
の
結
果
は
。


